
決勝(A 決勝・予選上位 8 名)・第 2 決勝（B 決勝・予選 9～16 位レース)を作成する手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２決勝・Ｂ決勝の名称の設定 

 

【マスターメンテナンス】－【固定情報マスター】の「7競技情報４

－レース区分」の「5」で設定します。 

 

初期状態では「第２決勝」と登録されています。 

必要に応じて「Ｂ決勝」などと表現を変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予選レースでの次ラウンド進出条件の設定 

 

予選レースでは、次ラウンド進出条件を設定しますが、決勝上位 8人、B決勝 9位～16 位を選出する場

合は、決勝の進出条件のみを設定することで B決勝は自動的に予選ランキング 9位～16 位が選出される

仕組みになっています。 

例．予選 10 組 0 着＋8 → 決勝・・・タイム上位 8名、B決勝・・・タイムによる順位 9位～16 位 

 

 

 

 

予選を実施し、通常の決勝 1位～8位の進出を決定。決勝に進出できなかった予選のランキング 9位

～16 位でもうひとつの決勝（第 2決勝・以下「B決勝」と表記）を実施する手順について説明します。

以下の注意事項をよくお読みいただき、この機能を使ってできることとできないことをご理解いただ

いた上で操作を実施してください。 

１．セパレートレーンで実施するトラック競技に対応しています。決勝（A決勝）には前ラウンドの

上位 8人、B決勝（第 2決勝）には前ラウンドの 9位～16 位の選手が自動的に選出されます。 

２．同成績などにより、8人目が複数となる場合でも自動的に 9名・10 名などと人数を増やして選出

されることはありません。必要な場合は番外から手動で移動をお願いいたします。 

３．B決勝の記録が決勝（A決勝）より良かった場合でも、決勝と B決勝を結合してタイムレース総

合のような成績の出し方はできません。決勝記録一覧表には決勝（A決勝）の記録のみ反映され

ます。B決勝の結果を掲載したい場合には別途レースコードを直接登録して行を追加してくださ

い。 

４．大型映像・電光掲示システムを使用する場合、システムのバージョンにより B決勝（第 2決勝）

のラウンド名が正しく表示されない場合があります。またこのラウンド名称は固定的なもので変

更することはできません。この場合、表示システムで表示する際に「記録会用ヘッダ」項目にチ

ェックを付けることでラウンド名を表示しないことができます。状況により使用してください。

注意事項 



プログラム原稿の作成（版下作成・決勝、B決勝の予定枠の作成） 

 

版下作成で決勝、B決勝の予定枠を作成する場合は、レース設定で以下のように設定します。 

 ・Ｂ決勝の予定枠 

  「２ＲＤ」の枠を利用して作成します。 

  「準々決勝」と入力されている箇所を「Ｂ決勝」などと変更します。 

  組数「１」と登録し、予定人数「８」人と登録、競技日時を入力し最後に「２ＲＤ」の左側にチェ 

ックを入れます。 

 ・決勝の予定枠 

  通常の決勝と同じように「決勝」の枠で作成します。 

  こちらは競技日時のみ登録です。 

 

 ※枠の出力される順序について 

  チェックを付けた順に出力されますので、「予選」「２ＲＤ」「決勝」の順にチェックを付けた場合 

と、「予選」「決勝」「２ＲＤ」の順にチェックを付けた場合では出力される枠の順番が違います。 

↓Ｂ決勝予定枠を出力する際の例 

 

←上記の設定で印刷した場合の版下見本 

 Ｂ決勝を左、決勝を右に配置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



予選終了後、決勝・Ｂ決勝の番組編成 

 

予選終了後の番組編成は「決勝」－「Ｂ決勝」の順に組み分けしても、「Ｂ決勝」－「決勝」の順に組

み分けしてもかまいません。ここでは「決勝」－「Ｂ決勝」の順に組み分けする手順で説明します。 

 

・決勝の番組編成 

 

 

 

 

決勝については通常の予選から決勝の番組編成時と同じ方法です。 

１．「競技選択」から番組編成する競技を選択します。 

２．「レース選択」から「２－決勝」を選択します。 

３．「前レース」は予選を選択し【決定】を押して番組編成を実行します。 

４．通常の番組編成と同じ操作で組み分けを完了します。 

 

・Ｂ決勝（第２決勝）の番組編成 

 

 

 

 

１．「競技選択」から番組編成する競技を選択します。 

２．「レース選択」から「５－第２決勝」（名称を変更している場合は「５－Ｂ決勝」）を選択します。 

３．「前レース」は予選を選択し【決定】を押して番組編成を実行します。 

４．ランキング画面が表示されます。 

 

 このとき、自動的に「出／欠場」欄に 1位～8位と 17 位以下に「１－欠場」が登録され 9位～16 位 

が選択されているような状態になります。このまま【ＯＫ】で進めると「欠場にした競技者を番組か 

ら外しても良いか」問われます。ここでも【ＯＫ】を押して進めると、該当人数 8人の番組編成画面 

が表示されますので、希望のレーン配置で組み分けすれば完了となります。 



レースの実施 

 

レースの実施は通常のトラックレースと変わりありません。 

 

 

記録集原稿版下作成 

 

版下作成で決勝、B決勝の結果を作成する場合は、レース設定で以下のように設定します。 

 ・Ｂ決勝の結果 

  「２ＲＤ」の枠を利用して作成します。 

「２ＲＤ」の左側にチェックを入れます。 

 ・決勝の結果 

  通常の決勝と同じように「決勝」の枠で作成します。 

 

 ※記録の出力される順序について 

  チェックを付けた順に出力されますので、「予選」「２ＲＤ」「決勝」の順にチェックを付けた場合 

と、「予選」「決勝」「２ＲＤ」の順にチェックを付けた場合では出力される枠の順番が違います。 

↓Ｂ決勝結果版下を出力する際の例 

 

←上記の設定で印刷した場合の版下見本 

Ｂ決勝を左、決勝を右に配置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


